
【取組内容①】「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実」

札幌市立中央小学校（札幌市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【実践例①】４年 社会科
「郷土の伝統・文化と先人たち」
北海道内の文化財や年中行事にはどの

ようなものがあるのかを調べ、単元の学
習問題をつくる。古くから残るものには
どのような願いが込められ、どのように
受け継がれてきたのか、単元の見通しを
もつ一時間である。

【実践例②】６年 国語科
「表現の工夫をとらえて読み、それを生
かして書こう」〜『鳥獣戯画』を読む〜
筆者が「人類の宝」と表現する「鳥獣

戯画」について、事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に押さえ、必要な情
報を見つけたり、論の進め方について考
えたりしていく一時間である。

単元を通して、各自がテーマをもって学習できるように単元構成をデザインしてきた。本時は、個別に行わ
れた思考が、クラウド活用によって学級内でつながっていく場面である。多様な他者の考えに触れることに
よって、筆者の表現の工夫や論の進め方についての考えを深めていくことができる。

地図帳や副読本、インターネット等を用いて北海道内に古くから残る文化財について、自分の選んだ方法で
調べていく。その後、グループで「建物」「芸能」「まつり」の３種類に分類していく。また、「どこ」の文
化財かをマップ上にピン留めし、クラス全員分の集計を行うことで、空間的な広がりをとらえさせることがで
きる。



【取組内容②】 「動画教材の活用、外部専門家によるオンライン授業」

札幌市立中央小学校（札幌市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

空間を超えた協働的な学びの創出
〜PBLの可能性の模索〜

ICT

協働探究

探究学習コラボレーション

現在、埼玉県久喜市立久喜小学校とのオンラ
イン協働学習を３年生から６年生と特別支援学
級で進めている。昨年度までは教師主導で他校
との交流を行ってきた。しかし、「学びのコン
トローラをもっているのは子ども自身」である。
両校の子どもたちが出会うのは、子どもたち

自身の他者から「学びたい」他者に「伝えた
い」という思いがきっかけである。子どもたち
がそのような思いをもつことができるような授
業デザインを取り入れることで、相手意識を
もって主体的に学びに向かい、自己の学びを深
めている。



【取組内容⑤】 「実践内容を動画・写真、研修のオンライン公開などにより地域内外に普及」

札幌市立中央小学校（札幌市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

本校ホームページ上
(http://www.chuo-
e.sapporo-c.ed.jp)にお
いて随時実践内容を公開
している。
また、北海道教育大学

の学生や札幌市観光局・
他市町村などの視察受入
を通して、地域内外の普
及促進の役割を担ってい
る。

8月17日開催
「リーディングDXスクール夏季学習会」@Sapporo
札幌市内はもとより道外からも参加があり、総勢

98名が参加した。
第一部では、ICTを活用した５本の実践について、

本校と中央中学校の教諭7名が発表した。
基調講演に広島工業大学情報学部教授・宮城教育

大学教育学部名誉教授の安藤明伸氏をお招きし、
「情報活用能力とカリキュラムマネジメント」につ
いてお話しいただいた。
次回は12月26日(火)に「リーディングDXスクー

ル冬季学習会」をハイブリッドで開催する予定であ
る。 https://leadingdxschool.mext.go.jp/event/1190/

http://www.chuo-e.sapporo-c.ed.jp/
https://leadingdxschool.mext.go.jp/event/1190/

